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WORLD CUP 

KUMAGAYA 

当日は毎日新聞と j:com の

取材があり、j:comでは講演

会の模様が放映され、毎日

新聞では 8月 31日の埼玉版

に掲載されました。 



～～～～    カンパのお願いカンパのお願いカンパのお願いカンパのお願い    ～～～～    

    

熊谷空襲を忘れない市民の会では、広く活

動費用を募るため口座を開設しました。ご協

力のほどよろしくお願いします。 

なお、会計報告はこの紙面により行います。 

    

ゆうちょ銀行ゆうちょ銀行ゆうちょ銀行ゆうちょ銀行    

口座記号・記号：00100-7-265321 

加入者名：熊谷空襲を忘れない市民の会 

口座名称カナ：クマガヤクウシュウヲワス

レナイシミンノカイ 

他行からの振り込みの場合は他行からの振り込みの場合は他行からの振り込みの場合は他行からの振り込みの場合は    

店名（店番）：０一九店（019） 

預金種目  ：当座 

口座番号  ：0265321 

会計報告（2019/06/19～2019/09/24） 

収 入： 42,330 円 

  支 出： 38,452 円 

  残 高： 93,515 円 

編集委員 吉田庄一 米田主美 

連絡先  吉田庄一（090-4957-9181） 

メール  imajn241@gmail.com  

HP   http://www.peace-kumagaya/org/ 
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画画画画についてについてについてについて    

・出版物の概要・ 

第１章 熊谷空襲の全貌 

     空襲前、空襲時、空襲後、復興 

第２章 体験者へのインタビュー 

     インタビューアーに高校生を予定 

第３章 座談会 

     市内在住の有識者 

第４章 熊谷空襲以外の空襲を通し

て戦争と平和について考える 

第５章 熊谷空襲を忘れない市民の

会の創立とあゆみ 

添付資料 年表、戦災地図、戦跡地

図など 

「星川だより」の編集に参加しま「星川だより」の編集に参加しま「星川だより」の編集に参加しま「星川だより」の編集に参加しま

せんかせんかせんかせんか    

熊谷空襲を忘れない市民の会の
会報「星川だより」は本号で 12 号
となります。私たちの活動や、平
和についての投稿記事など、多く
の方のご協力のもと発行していま
す。企画・編集に参加してくれる
人を募集します。 

熊谷空襲を忘れない市民の会では、月１回「熊谷

平和講座」を開催しています。奮っての参加をお

願いします。 


